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24期 第 9回 講義レポート 

 

 

稼げる！プロコン育成塾 24期 第９回講義、次のとおり報告します。 

■実施要項 

開催日時： 2025年２月 22日（土） 

開催内容： 【診る】診断実習（報告書のブラッシュアップ）  講師：木村 洋一氏（14期） 

【ロールモデル】稼プロ！卒塾生に聞く“成功への秘訣” 講師：金子 敦彦氏（11期） 

  講師：亀田 憲氏（７期）   

 【特別講義】稼げるプロコンになる予定の方へ「私の考えと想い・・」  

  特別講師：金綱 潤氏 

   

■講義レポート 

２月 22 日（土）、稼げる！プロコン育成塾 24 期第９回講義を開催しました。 

 

１．【診る】診断実習（報告書のブラッシュアップ） 

講師：木村 洋一氏（14期） 

 

前回の講義で事業者様へのヒアリングを実施し、その後各班で報告

書のドラフト版作成に取り組んできました。本講義では、木村洋一講

師から各班の報告書ドラフト版に対するコメントがありました。 

まず、財務分析について詳しい説明がありました。木村講師は、ヒ

アリング前に財務分析を行い、仮説を立てたうえで臨むことが重要で

あり、場数を踏むことが必要だと指摘しています。また、提言内容が

一般的なものに留まらず、具体性と実現可能性を盛り込むことが求め

られること、そして、企業が明日からすぐに実行できるアクションプ

ランを提示する必要があることを強調しています。 

木村講師の各班の報告書に対する具体的なアドバイスは、どれも塾

生にとって示唆に富み、大きな学びとなりました。的確な指摘により、次回３月中旬の報告書提

出に向け、より質の高い内容へと磨きをかける方向性が明確になったことでしょう。 

 

２．【ロールモデル】稼プロ！卒塾生に聞く”成功への秘訣”              

 講師：金子 敦彦氏（11期） 

 

ロールモデルの一人目は、11 期の金子敦彦講師です。金子講師は診

断協会の中央支部や公的機関など、様々な場で活躍し、執筆実績も豊富

です。自身の経験を踏まえながら、中小企業診断士業務の特徴や、選ば

れるための３要素、セルフブランディングなど、独立して活躍するため

に必要なノウハウを、シンプルな図やグラフを用いて解説し、その明快

な説明に塾生たちは引き込まれ、誰もが真剣に耳を傾けていました。 

また、診断士は競争ではなく横のつながりが重要であり、ネットワー

クを広げることが不可欠であること、そして診断士として自分の専門

性を磨き、どのような価値を提供できるのかを明確にする必要がある

写真：木村洋一講師（14期） 

写真：金子敦彦講師（11期） 
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ことなど、多くの有益なアドバイスがありました。さらに、当塾が大切にしている三意（誠意、

熱意、創意）が、選ばれる診断士になるためにも重要であるとのお話があり、塾生の多くが深く

頷いていました。診断士として将来の成功を目指す塾生にとって、大きな気づきや学びが得られ

る内容だったことでしょう。 

 

３．【ロールモデル】稼プロ！卒塾生に聞く”成功への秘訣” 

講師：亀田 憲氏（７期） 

 

ロールモデルの二人目は、７期の亀田憲講師です。現在は会社員として

働きながら大学院にも通い、中小企業診断士としての活動も行うなど、多

方面で活躍しています。今回は、前半では中小企業診断士の資格の活かし

方、後半ではキャリアマネジメントについてお話しいただきました。 

前半では、５つの HACH が紹介され、それぞれが塾生にとってすぐに

でも実践したくなる内容でした。「一石二鳥・二毛作」でコンテンツを効

果的に活用する重要性や、「Give & Give & Give」の精神で見返りを求め

ずに貢献する姿勢の大切さについて、多くの塾生が共感しました。 

後半では、キャリアについて、自身の豊富な経験を交えながら、楽しげ

に熱意を持って語ってくれています。人生ゲームやビュッフェ料理に例

える巧みな説明は、塾生の理解を深める助けとなりました。「収入とモチベーションの４象限」を

考慮しながら複数の活動を行うことの重要性の解説は、今後塾生が仕事を増やしていくうえで大

きな指針となるものでした。 

 

４．稼げるプロコンになる予定の方へ「私の考えと想い・・」 

特別講師：金綱 潤氏 

 

（株）ファイブ・スター代表取締役の金綱潤氏による特別講義が行われま

した。金綱講師は、東京都よろず支援拠点のチーフコーディネーターを長

年務められた経験豊富な独立診断士です。 

前半では、ご自身の経験談やよろず支援拠点での事例を、ユーモアを交

えながら紹介していただきました。事業者の相談内容だけでなく、その背

景や気持ちを深く理解することの重要性について語られ、「親戚のおじさん

目線」という表現が印象的でした。また、伴走支援では経営者の自走化を

促す課題設定型アプローチが重要であり、「Fear Zone から Learning Zone

へ進ませることで経営者の成長を促すことが大切」との話もありました。 

後半では、グループワークを通じて「コンサルタントとはどうあるべき

か」を議論しました。塾生にとっては、単なる知識のインプットではなく、自分の理解の甘さに

気づき、考えを深める機会となりました。 

金綱講師の豊富な支援経験に基づく話は、現場経験の少ない塾生にとって具体的なイメージを

膨らませる貴重な機会となり、「早く経験を積みたい」と感じた塾生も多かったことでしょう。 

 

■次回の案内 

次回講義は、３月 22日（土）です。 

 

第 10回（３月 22日） 

【話す】ビデオ録画で振り返る模擬プレゼンテーション 講師：富岡 淳 氏（９期） 

 

（事務局：曽我 剛(23期)） 

以 上 

写真：金綱潤特別講師 

写真：亀田憲講師（７期） 


